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炭鉱爆薬の安全度の基礎的実験研究

第 1報 殿素価 を広範 囲に変化 せ しめた爆 薬 の

安全度に及ぼす薬包パラフィンの監皆

(&'糊 2Blr-SJJ7 日安原)
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Il 芯 iii

洞塵El抱からJl:の起掛こよ(7位張を発射してメUン

Uスの放火を拭赦すろ方法は,各国の出郷 甜 教法

には例外なく矧 fほれている')｡ このgi(験臣の悪逆は

突控の発故に於て免荷ig大か又はnn炎不充分に上る暴

発となる棚台頭はf'l荷過少又は捗孔苑が潔すぎて火鑑

ガスが吹き破って明Elけ ち租合に相当するものであ

る｡

このB(教法lこ於て,メタンのiZl火に関与する爆頚の

回17-としては,色 挙々げらiLているが,飼えば汁nOt'Zn')

に鋲れは捷盛の火qYJの過淀及びその持Gt時rHJの外に娼

蛋のは溝qス圧力が大なる田子であl),従って此7Tt,

捜姐 発生ガス盗娃び良工ネル+'-.即ち爆雅の茂作

目力が一党班を超えると借火を起すと云う｡

S i GeTllJ11L3)将士72]追悼楳ガスが県も.lrL火のま
凶として才E力であるとすっているO

又 JBLeTn5及びG VoaElbel)は楼変からikず

る周組 子が]_で牒持ガスが之を助けるとIaL.,W撃

出は二次缶切灘をイげ ろに過ぎないと冒っている｡い

づ7Lにしても.蓄 崇々敬曝茄の研究抑ことって必班な

ことは,これらのメタン於火のrZd子を減少せしめたI)

城は繁に弛んでメタンガスの脚 宛反応そのものを

初期中原称こ於て肌止する如き触媒を求めることであ
⊃̀○

メgンのtjli火押掛¥川に甜しては,Audlberti'Dは

メタンガスのLk火は加洋にLI(ろ過汲上界によってB三ず

るり分子反応"ヤー̀分子出合"で起るのではなく.一つの

梢ii;ll収 応のIyE尻による迅血反応のは体とその迩抗の

伝挿小むの形成に従うものであるから,この述B7の伝
拓を助げろには押融剤を以てして始めて可GEとなると

-htっていろE,

又 A rGolJb)tlderO ほほ死のIIJに汚加する墳塀
の税煩と益*_,変え文治懐の鼠戒を密と,捜発iaEEの殆

ど等しい四放牧の増野のメタンに好する安全度を湘但

し,不満蛙執刀の役Ellと紫の閑地でなくて辿堺反応の
阻止作用であると官っていろ｡

狂者碑と第千の沙脚 或は将焔郡に放いてそれらの

監変位に及ぼす効力圭を拭放したいと考え,光づ功一那

手として地類のiE五入によって煉先のF全米,リ ンスが変

化するので,その場食の茄句の可肋 の彩管を見てお

く畑 があると考x.舛敬を行い.少しの知見を1ひたの

で鼓にその絵架J_/報'1.-する｡

皿 乗鞍重畳及び方法

瑚 染液は既に雄♯らが ･1)t=コソr井故の安全性

に瓢+る珊 T)の報召,-で迷べたと全くEL71t=であるので

鼓では省略する｡

71'法はLR瓢を脚 48と&'の形式で臼砲内に挿入し,iE

起腔を行5.1す矧王6号芯菟田野を凧 ,メタンガスの

渡世はg土02,0gを採用した｡不引火1Ll大賀血の決定

は臼砲机托の影撃を少くするため2邦決定とし,革紐

は任安全資のものに軌 ･ては10gとし.高安生野の媒
質に歪tいては50gとした｡

u 実験 .安全度rこ及(5L'す薬包紺穿

パラフィンの影響

臼砲溌射崇敬に放ては曝野を故山する助矧こ上って

於 腔が酎 ヒすることは庇に711(から確誼されている

ところである｡例えばTEL駄nel5)に上7Lは規漸 け

リyナ7クタイト(轍 ハクyス +13)及びyリ′

Fイデーイト(脚 .<タンス +18),はJtク7イン



なつけない133分は-1こ･1750g及び1050gの引火馳鍬張
出を示十のにヅJ杜のJt'タ71ン (血は不明)を附けろ

と夫 限々界町並が175gllぴ150gに任L卜することから

-タ71ン積和は安全nlに軌断簡J_Hj丸ろといってい

ろ｡

又E]91畑土l)は功ダイATJ･mJ.31等の淡曲世頚がJ･'タ

フ1ン摂萌好色ではガlijI火をr･毛ほ ない琴丘でも.〟

クツイyのないタイ77ン実包に13めると引火を起T

ことからハク7 1ンの不拓也作Jl汲 びタイ77=′のT

ル1ン7ク7シユ.､ルプのi.TEgに対すろ作用から,堤

鮮卿 於火弘を,経ち旨さLLている｡即ち閑話の耽くqlr
が辺になっていろ｡然し上妃の措沿1帥JILも任カー･睡

句か=浄机の近似鵬 '̂タンスを朴 ｢る提要に紀L

て柵 した輔知にiBぎないのであって.沈毅の一部の

iW.iから輸為をJiL計にLuした按いがもろ｡
籾ちTLILrtLtleZが謀晩に‖いたyリyナ?タタイト

及びyリブ1イナ▼イトはHt試〈クンスが夫 的々+13

g及び†18gであってfTTIれも非常に榔 J牌 である｡
又円町民の協じて成られる相野は恐らく柏1イ及び和

仏でもろと考えられろから.その燃 ハタンスは的÷

0-3gであろ｡一方tz鵜川ハク-/iyか'72聖牲鼓すろ
ためには相当する軌 :爆泣叫になければILらぬ｡媒

包摂にJl'ク71ンを附けTLい助命でも弊iLL駅の伽 が

100gの頒茄に就き約1gあらから,それの他 のため

にはF･)12gの放新が一畔 であろ｡従ってJIク71ン

噂の可伽 D彫gな考えろ和合.qiに-延QTJE喋 J･タ

ンスの鎖男にStいてのみea'Tろことは不適当であって
再々IEる麟 1̂9ン又の畑野に.itいて只験しT=けれは

TJ:らね.そこで掛 らは粥1に碓げろBl械現の鰍 ,I

タンスの見ろは男を槻 し.発色をJlク71ン附けし

た特会としない租合の上ヒ批 空錠拭散を行った｡

-Rl Z*脚 と釣lこTも坪田の,1盗れ成
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次に'J壬2に之串の煩累のハタフ1ン附けした繋tZと

ハタフイン附●ナしない溺色の不;3J火茄!-̂茄故及び感覚
in虻(頒男即トの)及び火拡ノ)を示す｡
'Rl及び苅2の如く主トtlダリ-I:1)ン8,QAび輔%'

03,'.'を掛 ヒせるものを錠感刑とし.先並を夫々1タ.I

含和し引Tk'と木像の合和丑抄;王に鈍るため輔 .̂タン

スが+1831から-059まで酔化した四位郡の燥男に

J之2 不FJJ火舌と大iZ;LLt(粗労lJf4LP>)
不引火舶大腿放

拭 刑 -タフ 釈杓の m耶J< 土一花 LL 火 済 IJJ

1瑚 7J拡t" (;)A やx)(L･kg/C-!)宙 4) 繋包(ど) (h･)

_ll22 50 100a上-I-18311570 5635

.1Ⅰ23 :D IBO +1201 1921 6796

112･1 6040 +571 2270 7910

.1Ⅰ25 1CO 60 - 05928日 9122

放いて安全控/_,鵬 した肘 !,馳 折に.･7 7 ･>附

けした助合としない冷合の安全12は雌笛の榊 J<?ン

スに3:つて大rlll二死化すろことが判った｡JJタフ1ン

Lと/J'故忠に抑 ナTj:い"称合の盟也は糧茄100gにつき鉱

世事【肋 1'J1gとIT･め策tl銃にき逢せしめてある-

タフ1YがfJlg計2gの可伝助 :あろわけである｡
r̀バ ク7 1ン附けなしたfE;包■'は比の外に丈にn6gの

′､タフーンを以って落日全作.セ鞍現してあろ｡

衣2の餌Jf軌こて災わナ上髭1及び函 2の如 くな

ろ｡

田 1 足掛 D仮託J<タンスと いことが卵ろ
｡又変えた)iE介ノ･ク71ン ウ̀

バ= 1ンの.Al･丑'&
全伽 及ほナ捗苛 qJこZtl汀 彪管!土

は恋の俄美人クyスの大小に



81 工 森 火 質 協 会 tZ; il;14Cĥ 節 2蔚

牡.そJLらとはjEの凪右が考えらIしろが,祁ylハブフ1
ン附けしない弘也の'J<'宝ほはホt'U)82.'附迫が井上も放く.

12,..'の時は却って771くなる.鳩茄日経の公仝虻は耕すl
氾Dr戒は火芯力にiEILt:例すべきであるが (料焔剤の合

77i丘が一定である齢 ),拭筒及びそれに替返せる′､

ラ-/iyとは方との圧塔の桁月ミ,突町のi･y発ia匹が木

粉8,03の時のガが12,09'のとき上L)も訂古くなると考えら

LLるから上送の鈷月とも17+nlされろわけである｡嘗/Iの

実数では,故窓 にJIタフ･[ン附けした齢 とし7.:い噂

合の'A'全圧ull相の父t.一･は,凶1から木戦け前出にして
73タ三郎近で提琴の闘 そJリ ンスにしてFJ+7附近であ

るが.この交･l･.は拡包中の可燃物のjitに上って変化1

るものであ,T'うと考えろ｡例とは市販のは張(洪怒‖)
のiE也は曝繋100gに就き髭昭 1g,J､タンイン蓋■J7g

であるがこのiE也と,もう一つは汚い軸TPlか何かの拡

旬の公告泣地相の交一一一は凶1の域台上I)もう少し左へ

すれるかも知れない｡又鎚711の如き弘也を川いれば雌

野のBlの安全性に近いeLがiLJらjI_,爆石の椿発温匹蚊
は火喋力と安全控が世比例すらと官う拙iii,}:もつと明

且銃に隠められるの7:･はないかと.吸われる.従ってタイ

77ン監包の如き可燃物の少い実包と717脱の糞包の'J<

告げの歪は図1に於けろ矧他校の辺上L)もつと大きく

なろと考x_られる｡何れにしても雌茄と披現物の反応

が行われろので根来バランスの鈍ったu51野のC3の安全

世の監熊をilヨ荘するためには.摂登の頼甘物に可燃物
をr･)1jいてはいけないと習うことにTJ:ろ｡このことは規

準iZl成分小にBEl々 な盤別をil8人して安全HEの'g化をhl

ろ粉合丑要となる王rl実である｡又 T.1取IZlelの突放及

ひF3野氏の芙晩抗邦の考?.<はタ､々 現教の一部を論じて
P.Lられることも判明した｡従つ'=腿溢墳淋肝Wil火芸も

現薮の坪明としては推細 燃であると思わT.:lTればな

らぬ.

T: .I,ミ 7i

木摺伽 こ於ては臼地声さ射安全蛙拭勧 (正塩促)に放
てTjE苛税成分巾L=姐常を箆加した牧舎の影膏を研究ナ
ろfliL艇として,繋山中の可作物がL5',茄と反応して安全
匹に汲15す効別を知るために行った常数に就いて延べ

た｡而してこの拝殻の幾製剤的したことは

]) 弘也附潜ハタフインが規媚の安全度に及持す形態

はLit茄の古城 J<?ンスが正になるときは止̀全nEを放

下せしめる作川をし,占蛾 ノヾタンスが0にi丘いか或

はVlの班をとろに従って嫉妬の虻空位を祐上せしめ

ろn州をなすol叩ちバク-/インの影鷲は恐累の約 号

J<タンスと共に架しく変化ナろb

EZ)SEって倭溺TfzJi剣+JE,Eの川Lg]lこ垣現を沌加して'安

東肝の変化を斡晩する楼台,その郡を考舟しないと
iUられた紡5にのWrrがrEi腐ったものになろE.れがあ

る｡

LLl)爆茄拡包の緋及び..1タフインは轍 ,血判のL5Z茄で

は相当燃韓にあづかろが蝕来惣が等附淀では余E)皮

応にあづからない｡

#主後に本芙浪Ll/祁任されたm維持剰封に改進7)熱雷

を粁 1~る｡
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約2線 螺薬の安全度に及ぼす各種塩類の効果

工 事岩 ~F
煙に及ぼす影哲があると-Bx_ちれたので,そlLに就い

て妨1堀17に放て地べた如き司喋 を確施した.今回は

i軍拡巾に故堺をiTL大して(:他発射に上るIR全腔拭放 爆謹Htに軽,Lの姐朋をin入し柑 こ卵Jのあるものにつ

を1-Tう場合,畑封 且成巾の打樫 と塩朝を放映して行く いては.そのiJi入丑を射 ヒせしめてメクンガス1=対す

とは磐の鹸邪,.'タンスが変化する｡だって煤実の張包 る.E全段を澗r-ilt'し.若干Z)知見/_,i【けこので矧 二識督ナ

I-)のLfJ燃物(Tiとして,.ク71ン)の払蛤による'&'全 るd
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杓加 担内部皆のは茂は望:てir_包雌の付故とする｡

n 実額監置及び方法
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太実穀にIFlいた毅班は,妨一報l二於いて述べた逝I)
である｡

吊一利に於いて退べた如く.SS也中の ,.'ラフイ/那
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上空張の安負圧に親しく影響を及

ぼすので.nの志妹で塩切のthzL;A

△ 幾世に及ぼす鮮雫を見ろために
83 は可燃物を含まない発包で邦劫

83 すろLyjltのあることを知った

83 が,珊満ちが試畝せんとする盤
83 朝の小大部分は横莱店に彩管を
83 与えない娩対であl),従って柑

83 t衣との此奴に放てそれら-Lr･旺盛

幻 山城かllに泣入して行った機含

83 fB張の鵬 伍の変化は垣現の況

83 人皿と同党の硝安の減少に仲う

83 ㈲ 旧の変化があるナ三けであ

83 ろ｡T桁もIl)al〉kTestにFfJいろ

83 糾科の耐難価は+571であ 7J

83 から.脚 の出入J'iiiか15/L'∠のと

83 きでも.だt,Eの村第億は+371

83 であって変化は掩めて少く,節
83 1紙よI)も邦ろ如くそのL立の稚

83 訪旧の変化ではバブ71ン附け

83 した鉱包と▲′=77I/附けし

83 ない緋饗也の安全坪の正は比較

83 rJFJ小さい｡又実j舶']な見地から

83 は削nlこノ√タフ1ン附けしたも

83 のか盟ましいので,一応韮親ら

83 は-lッ71ン附けした繋也の'i<h

83 全腔を.RJ淀+ろことにした｡そ

Kl の他のカ法号芦はJLて邪1満の油

B3 I)である｡
83

u 真 珠 斡 料

Rr助にl臥 Lた24科はJLて損率

乳鉢内にて一回に5kg宛二手及

び木射乳帖を以って,なるべく

r福一の陳件で許袈したものをJu

いた｡舛出の年月日によって組

成小の俄材料の官員元が多少変化

するが.それは,多産のkrLiEを
yt盟する群には止むを号王1ないこ

D83

DSS

D95

100

D83

083

083

083

O83

083 とであった｡茄色は上述の如く

廿iiBの牧合は煤残 lOOgに就き

お伯 1gとバ77†ン約7gから
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Jてタフ一ンよfr芳也の砂金のA実安生圧に丘E3_ナ也Blの" 妬tlを用した｡拭斉の比正は成る

宣 iiの 合 和it,.., 蘇 芋 C3不引火茄 引火{J･,1･ べく-rElこT=る技努めたオ:･雄q
llelght,o･'大霜見g拓姓 g なJ8IIは必ずLIe一定になら(.-か

ナ シ + 571 20 30 った｡望腰を混入 LT=L･fllnDk

h'且CI J + 551 150 20O TcStの脚 堤引 ミ;トuyy七
1-ユCl

_T:ACI

X'aCl

;<zICl

_T(aCl

kCl

にCl

KCI

XC】

KCl

lT(HICl

lT(rlJCI

Talc

T▲li_

TA1C

.T(JLXTO3 3

.T(zl_103 5

＼▲ヽ0っ Jt)

X'a_TI03 15

LIyO3 3

Eh'03 5

a.T(0 10

にXOュ 15

C且C】≡ 5

C;lC】= lD

HP 5

I7eO 7

A:0 10

.hT8:CO1 5

JZ=COl 5

(CIHiOAk:(A)JHeO

TCl3 03

ユ1 50 LSahc.主g TAtC30

lu 51 !xFale.…3 ,ale30

.Yl･18 }78三tll'01･12HP 50
h1 52 C1もCOO:(且･3日2050

511 30) 350

i71 500 550

i31 5(氾 550

371 550 600

271 700 750

551 200 250

511 300 350

171 -150 500

i31 tI50 700

371 700 750

yンゲル83タ.'を疑惑荊とし.rrl

伽 として木扮8,.''を含み句 l)
8372∠が硝安である題拓を用い
た｡在って郷 を混入する牡合は

jLてこの援軍を基準として抑をと

姐駅を変換した.峯規は弼外を除

きよく乾燥したものを用い60111e'

の柾を急迫したものをJ机､た｡
yI攻にFfJいた鞘 の純成せ示デ

と誹 1のinLJである｡
+ 237 90 100

- 096 100 120 rT 実額結果並びに考罵

+ 471 50 60 iJ'紀 粥科を用いて正転ばに上る

+ 371 SO IOO 臼砲舞射の安生控紬 を行った括

+ 271 (杓蛾せず) 梨を?<2に戻す｡但L水中不引火

+ 652 100 150 放火笈丑とは2-3河Dだ即諾我で
T 7(垢 lDO Z50 Jgン〝スに弓状 を起きたかった

+ 812 60 BO 漁火葛生を表わし,弓状f主小琵Jt

⊥ 978 60 助 とは2-3万1の相 中1匹感はそれ
+ 630 150 2tX) 以｣一引火を起した紫小の串jLを我
T 669 100 150 わす｡そ1Lらの決定のための芯丘

⊥ 767 60 80 の41位は位安全度の爆発と高安皇

+ 865 JO 60 上虻の店重の関でユ0-50gl=とつ

+ 171 1CO 150 た｡

+ 371 2仰 250 誕2の胎から盤規のldlJ-丑に対

+ 171 30 王̀0 する不引火紫大野見を〆ク.)にiul
+ 13L (媒滋中断) くと図1の如くなる｡

+ 371 (不心外) 9之2滋は図1よJ)同･4 人丑に

+ 471 200 250 於けち姐無の爆蛮安全度に及ぼす

+ 171 2叩 250 影菅を比較すると安全壁を向上

+ 357 2t氾 250 せしめろ爪序は,ECl>yaCl>

+ 561 - 100 x:coJ■:{afOJ■CHICO=1'9･3

+ 424 100 150 MP■C̀tlJ)oE･T(&･4H三0>CA

C】!>hJHICl>Talc■Xo亡HPOl･

一 50 60 KIT(0暮及び .hTah101は特別な雀

177 200 250 勤をとり3タii乱入したときは.

Kh'011'_>'aClのa:に托し,:(A･T(0】はにfOl噂と 挙動にItいては,嬢に軒3報に放て報告するIT確 でも

地同呼の血祭1_･･表すが混入蜘 ･耳に柵十とタルクや摂 るので鼓では省略する｡

Rty一タ等上L)も托し･安全だを茂す｡ この轄BT?TLる JCIJrlJP糊 はタJL･タ3,'.'に分取せしめX'&Clと肝

6
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Fili:Ll∵a-===

=========rEg 1 Xj現の旺人
中とJタンHスFこ対する畑饗の安全度 (TF･
.叔tL.D埋骨):iG gel8･3,.;
一定lV さⅠ 80,< 一兵

地相と帝安とモモ恭nJした砂分数架を示さなかった

.E,i-a,噂のTA･カメ金策の盤化栃(一読には
J･Tyン化物)の蝕町ま他の盤項に放し格段の効

果を示してしろが之は細 火拓の油放熱こEWする北川t4土の研究】)

糊 !と似ていろ｡又薮星煙突の許Clに許すろ疋田BI士S)

音D]氏の及び房村野 等の研究接点三と-致すろ｡之等の盤軌

ミ蛙かの混入によって著しい雛 を京ナので新訂 渦̀W .F

'と冨うことが山楽J:う｡之に反して水やタ7L,タ守は折肝

憐 町'的な効4ミしか示さない域である｡従って之等のも

のをJク1,ガス瓜火の押旧布'奴は頒盛E]身の抑旧都としてiR入するには,

非常に大丑に正って泣入しなければ劾月ミか鰍 ･｡,.Fゲン化物でもCnC】空や ilHI

Clの如きものは''泊焔利"的勤共が余りない｡ノ､u〆ンの効果はIC

l与で棚 したが.粂姓と俳mした】卦合,却って安全度が臣下するty..-

缶胡王で網焔効射主ない和である｡水新と献架の反応に

対す る.､I,yンの蓋的さはH.ns

helWoollG)に依り明らかTE如く'Cあるし,i況 疋
田島 督m氏及びの持氏に上る棚 矧こ対する.･｡yyの彰

書も水菜と同じく,佃 王城三でもろことが糊 していろ

｡在って′タンのせ倉と組 の各会,滋は水菜の尊台では,.･

p yンの効果はRろものと考えられる. 77L,日 金机の吐剤

{･も.臨イナYの柑産によっ

て伺えばノ､･yン化柚と肺 化挽とでは.全納 :BIることは洗口すべきことである.これは.1日】rFS士の
規 火好のifl垣にTFT-ろ笑軌 こ於でも見

られた荻象である｡之等の朋 のiS加に上って建玉自身
の捲き筒且穿薮､ま火蛮力が班下してCyt).

その影響も同時に考古亨して庁かT=けかばいけないがそjuこ臥 ･ては野3淵に

放て紹LuL-する｡ V 冶 括

瑚 館に於てはAトF･yA･83,0.I,木Ei8,I.

I,碑安837,%'を誠特とするgl胡蛸 矧こ1咽 罰の虹現を硝安とのfy換lこ於て出入L
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第3紬 爆薬の爆発温度火薬力と安全度の関係並びに

麦塩 硝乱 碑石の安全度 に及ぼす効果

1 緒 言
て蟹缶雌が降下し..Lm 字が鈍ってカモろ｡

上紀の榔夷から明らかf=ことは.仏盛の組変温資b･

妨2司郎こ放て前払沈溺の混入串と目地剤 tに於ける 同一でもってもその18男巾にI剖二兆人されている弧

は茄のノQ yガスにか ｢ろ安東盟lこ関して削 ■したが (邦嗣利)の班mにL点って安全肋 .新しく糸ちと宮うこ

欄 に於ては,郡2相のデータの秤転考崩と=,三の とである｡従って地塀の特殊な助肘 .あらと甘っ汚t白

補充約7湖 の銭恥こ於いて遮べる｡ の一つが政明されるわけである｡

11 美称宅Zt並びに方法

新に行った9!Jl(補充的)の批旺並びに

方法は酢l寸焚攻は軒2細と全 く閉切であ

ろ｡

皿 規兼の蛾殆過度と安全度

軒2号氏の鈷梨に誠き.故mの汀と人に上る

蛾売iA皮の正化を即才rHJ能なものに放いて

斬罪し.それらの刑卦鎚別と'bj生産の附係

1._/杜附して見ろことL=する｡盲噂1に2f許な

行った粥科の増発iA伽 びに火妬力と安

全姥の仏 (約2卿より伝搬)を北棟把戯す
ら.RlLtけrに相した1鮒 は.CO….Nl=
及び02に9,亡いては,lleyllng-Drekopfl)の

式{_/LMlL叫0並びにLgli.の比黙式は村
田式=)を他1】した｡炎1に2:噂の脚 王を SLE

す｡

災 】の舶父上からは薄塩匹と不引火hLJ､繋
丑の朕休を淡めEU7=すろと臨1のblくf=
,}3

IR1甥はBllから明らか1.:如く.鮒 ソ

-1の如きそれu身が珂鮎 である地獄は

例外として.姐潔のiZI入牢がか㌻と共に雌

税 政がp王下し,その舛下に対すろ安全産
の科人を〆タフに強くと出入姐堺の睡親に

仏って曲投が≧詳しくAろ｡

回】に放てIi‡l協力･1J-佃にあるものほど爆
発退JAlに対する蟹金座か商い.血税が右

mJこもるものから耶掛 こ紀十とKCl.Cu
ClP.hTJIC】,K｣CO8.KNOさ,1<zt:coョ,Na.TiO3.

hTIJIC】,淡びlt亡0の糊である｡ tiiし,

Kh101と:fAh'01はは姓の如く特殊な挙
動を77.し況人中が3-5ア''ir封たると49つ

墳細の弘大に上る細井Zユ炭Aび失望 JJの究

地上不列火fl大軍屯

(RLL計井可視ILもst)のか.不引火滋と大茄

立比荊 2校よD)

芸 等 毎払 柳 生(,1)

hL l ナ シ

.ttll NnCl

Tヽ 12 .(RCl

ll 2 1NYaCl

.TLl 13 .NzICl

ム11Ll .NRCl

lTLl 15 NELCl

lI 20 KCl

ユI 19 h:Cl

l】 3 1(C1

.tZ21 KCl

_ll 18 KCl

.Tu L16 がHjCl

.ll 47 :NTH.iC1

.TLEi4 IL.'a:I.TOJ

IE ･i l<zIXOs
M 37 .T(zlhyOュ
ユ[38 XaドOL

ILlJ5 1{:(03

ユⅠ 5 1こyOs

_Tu 39 K.T<0さ

.u JO K.hTOl
ll ll CllCle

)I J2 C8C1e
M g ITJAO

JTl 6 .(a2COl

l1 7 】く≡CO3

＼】52 CZllCOO.(LI･3H･0

8

不引火Ai まB安弘放 火零 J)
大鑑牧g oIく kir･L/CzTl=

20 2275 8016
1 150 2270 7910

3 3a) 2261 7717
5 500 225L 7512

7 5α) 22.11 73I1
JL1 550 22?7 7021
15 70) 2202 r)5･42

1 21XI 2273 79く泣

3 300 2271 7751

5 .I50 2湖 7569

7 650 2265 7JOO

IO 700 2262 7133

5 g0 2225 7748

10 100 20% 7051

3 100 2241 773]

5 100 22Lg 75.17

ID 60 2161 7OS･1

15 60 21016628
3 150 2216 7737
5 ユ00 2227 75･19
10 60 2178 7093

15 10 2126 66113

5 】00 2272 7三娼5

10 2tX) 2269 7152

5 30 2IgS 7853

5 200 2222 7111

5 200 221･1 7188

5 200 2137 860･l
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同l 也Wのet人に鎖Z'*焚tLn'の3純 と'&令躍plLX･GgeI83,..'･lV 1ゝ80･'.I-也和と析

rG℡典-1!に

IB甥の測 度のか .悠耶 安全肋 低いとt雌 した秒介は,之

等幼帝の放射の大小の附 は上妃脚 と一哉ナろ｡(弘LC血

Cl'は横堀にilH:た喝合･疋もに望増すTJたL,

'謀は蘇凸腔tlJW は究iB皮よIJも相当ZEかあろと増

えられろorT 火策力と安全Fl次.=境gt

Z)iR入lこはって文化すろ火匹力と安全度のEZ掛 こ

欺いて延べて比 ろ.y主1の払伽 ･ら姐唄の況人に依る火野J)

iDgr化に対す･-.･̀捻 戊の文化を軌こ示して見ろと珂2の

irlくlJろ｡同2から明らかなことは,LbE見1姓の

均令と同恥入放牧の唖堺に依って庄頚のノ)かTnltg

leもポ'7)火‡と大雅JLカ研 しく又ろこと{･もろ｡

rHト火茄力に放て･人TLる資全圧を与えろ姓項の取位はKC
l.ゞ8CLKPo.:向井oT･.C孔Cl.I.ド_T(O王.i-Ah'01.1120でもろ

｡clL>･LllC=ミ57≠氷人のときと10,･

i況大のとさとでは不･))火浪人笈丑にノ濯 がなかった

g)で火雅ノ)一不引火Il大牢見地砂場 の朗 と光った形を,-T;した｡ 又KyO.及び hTELyO-

l-

-_ifi入q;が3-5T･附近上I)も大に1=ろとiPつて安全性

が飲下することは脚 こ比べたidりである.琵2から,盤切の

うち,火璽ノ｣̀り皮下か少t･特でもta着た安全BZ的

上化作月Jh-r汁 もの.叩ち▲消払ぎTと火茄JJの托下の杓に安全矧

こ密lLを才しく棄たきたいものE3ち小低下尻V(瀕は

潔托q)にすぎないものTiぴpi者の申斑的作用Jd流すものの

三=如･lFLE+ろことが封切した｡叩ちKC1や XAClはそ

れらの出入に上I)AJ)が旺土LLか托TLTrt･砂合でも

常しくは実の安全Jm_,･向上せしめろので. 汀̀雌軒 と言うことかiJl

架上う｡勿Su Clや:<Z,Clと姓も供下荒相川 '-'も才TL

ていろわけであらが ･■約仏町 h'州川のJJが泣かに人であろので L･

TFl払町'とtrつても畏友えい .と称える｡之に比して11ま

0班はグIt･タ (LqLgJL･タに恥 .ては,特敦鼓の折井が和
好でもろため,m Vy7テわなかつたか,#け)の摂下剤 としての

作JFJは地 帯と火変たいと考えられる)はそjLらの混入

に上ってFE下した項ノ)に,Tt設して於 史は鞄

と詑(払･恭く･たって即=る山耗下F''と言うことが甘x.

よう｡振って申T=ろ脚 な汲Fのみでは管空理のrnH は即

l芸である｡又EP0,,neCO,,CJLCl=

及び HゝJ:l耳は洞也羽と"妊下荊''との小Ⅷ釣な朗 …

を初してい7,ので之で(+A単なる鞍下有.(･も無く又n払7:と℡う

ほとのものでも料 .ことが月ろ.℡わぼ波̀撫打払
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魚は掛 ･のてuTNI滋h:の盆地も単T.･ろ披硬的な抑制
劾梨の71に範ろわけであって.そのtJな脚 にlgEす
るのがBl経て辻べた切な日払r勺ての鈍 娼或は噂爪La
究耕 法てもろ.

uJ_蛙べた如くi見入切 り払qtに上って,和一安全

坪の規玉をA.W するにもSZ々 な･-J威力の糧玉女は ろ こ
とかLu尖ちと,aうことになる｡琵って威力の人なろBl
e=岨実を,戊ZLす,-Jには_.説在村Jいられていろ如きKCl
執王.T(AClをば繋-llに混入ナちことはg空しいことで
ある｡

r 土地のi正入牢と安全J*並びに

匂蛋劫の影響

那1和に放て爆鎚の馳究Jl'タyスがP:化すちとは泥

の唯魚座に及Il'十包ささ用 ,.'タフイン(或は紙)の影響

d･Lm在することを述べた｡

iき耕して安全度を胡%;した,この替合の芳包の何物

の文Bは廿軌 淋DJWl･4)F桝 である.之等の舛Tlの

安条舵 払紫は炎3に示す如くなった｡

賀 3 企盤の日大卒と音色ZE
(タイフナンlEBE)

拭 fl Lt姐8 不引火叔 引火水中
番 号 ,'J 大玉甘g 芳* ど

.N'0.1 0 20 30

X'0 2 g) 100
1Tto 3 J 200 250

X'0.4 6 400 .I50

1TLIo 5 8 400 J50

X'0 6 10 ì50 5仰

.hro 7 12 500 550

No 8 1-1 500 550

Xo 9 20 55O 脚

炎3の鮭及び我1小の充当L=対すろ従を{タフで比
TZた芥2月に放ては･金地の如くmW 講.リ ンス 校紀¢すると瓦3の如(たち｡
に彩守を与えない榔Ff_{接芳lこiJi入すろ取合.は零の

政讃J<タンスのZE化は舵 の弼少に上ろものだけと言

うことに1_中,大した変化ではないので夷用的f=五味
もあり伏臥玉色は凡て,<プ71ン肘畢也にしたことを

把べたが羊=Eらは丈に荘重EEltの安崇度によIJ近い白

兵告知ろために矢場の混入率を0から20ガまでJlh22h'

官さに変化させては牙を袖 し.そlLやをpT伽 の丑

の少ないクィアナン防 (杓IqJOOg横領)に弊萌 して

安全度を謝 し,打2租 こ扱けろハクツ1ン耗打eE包

の㈹腔と比較玖村すると共に未払のiu人によろ成))
の位Tと安全度の粁大とを辞せて考かした. タイ 77

ン蛋包L=焚･nして拭験したEtfIの払或は封2に71L;千:･Si

l)'eある｡

yL2に示した如く丑雀iの含祁並は0-14,..'までは2

1i肥きに混入し,1I,piの-j:には20,.3出入して粥ftを初

蕪し.1本か及丘が約1gのナイフ丁ン筒(32zllm)に

c

o
･
3

M

o
･
3

0
･
3

0
･
3

0
･
3

0
･
3

0
･
3

0

が

o

0

O

o

lU

O

O

0

0

-

4

q

8

8

4

&

8

4

8

hl :ヾHJh-OA
80 幻7

80 Sl7

80 797

8,0 777

80

80 737

80 7L7

80 697

80 637

正

濫

濫

ーd

I
邑

▲
寺

t

l

仁 = = 三 幸

tl-JP■･--

Eg1 3 企姐のin人事と変え大功合D訂
包材Ztの壬生LEに及ぼす土～手
PLLICGge183,0.I.ll3180,～'.
it也と卯姿を生娘

図3よI)北づ明らかなことは克也をi見入して行くと

常にハタブ1シ附けした弘也がタイフ Ty弘也よl)ち

人たち不引火At大玉丘を荒すことである｡この

CI LLdc⊂

0 083

2 085

1 087

6 087

8 087

lD Oー90

12 0g0

1.1 092
20 095

理由にCtいては鑑に妨1寺畦に於て地べたと伺
杜である｡;次にクィアTyeE泡の牧合不引火紫

大男生血校はJB''S'l亭･Bとなっているが- タ 7

i>辰佑実包の督合はニ矢島Bとたっていろこ

とでもろが,之は.､タ7イン統E3芳包の■合の

瑚 含有Jt0-5,-.甜近の不引火it大玉Jtz)■市2

秒 こ於て述べた湖 に放て少し大きく出漁ぎた

伍向にもろためであろうとE与.その練の1足

的な諏故に上るともつとその好分の安全まは位

いことが河った｡だって.=ク フ ィン托苛のJru･

でもOl貫は"S''字影点在を示すであろう｡と



こ7)でそうであるとするとハク7ノン炊とクィ ア,ン

関の断 の不引火fZブ､謂比の凸は大塩のiR入牢が将す
とJQに附す印向にあl)節1和の鉄刀王と曳く一致し又範

満ちの琴薪か正しかつた邦が判る｡生態の合有至妙120

,I;のときui)ち市奴の酔安Fイナマイトの尉近では,そ

の丑は韻に150-2COgももろtZである｡たって-タ7

I/粕 の輸宏1イナてイトがGCOgで合格すらのに

クィアTン鉱色にさ‡･生した舵 ダイナーイトが60)g

の現せ粥軌こ不台枯となl)100gで令持した市努も17
'だされろところであろ｡

タイ?Tンgl也のmL,-の.'S'与影曲矧ま,規蛋白

1本の髄丑腔に近いものを示していろと14丸て凡いから
之に批いて考窮すると,先ず食串のJも大帝が0から2
73附捉までは大した射 ヒは1fいが2-8%の問で急連に

不列火穀大BES勤 ;新大し8-20,'三森に11-20%のmH:･

は.村ノd僅かであるb比の曲悦の棚 はBl拡煩茄に上
ちノタンが久の堺農が琳f=る熱願 でなく出羽分点爆

発か恐く衣われていろことを示している｡又定性的に

ゴつて切 の迎頒反応切断作用かあることS･も示して

いろと考えられる｡

IXにタイプTンE也の掛合lこ於けちはJRの成ノ)と宅

急比のLX:椿をク●ク7に求めて見ちと園 Iの如くなろ.

日1
いJJJ--

IIL>
九如
J''V(･'一･一
回J火-2力と不引火JiI t大霜htの即作
(
,
p
i
l憲g
t

,

e撃禦ぎ
こ
讐i

団Jから明らかなtZlに桝等*･粁取した帯列の脚

にあってLL'"
会名のifE人血が･12-14%附近よI)も桁大

しても成IIJの妊ll'の矧こ安全度は渇く1=らfJ.
いことが

卯る.即
ち図4に於てfが8.
(伽から7
.
000Lkg/cm
亡

に放下することによL)不引火放火渇Rtは21)gから45g

に棉人するのlこ対してtカ7.
000から6
,
0 00Ekdcm: に托下しても不r3J火Jrl火茄丑は LI50g

から550gに的大したに迫?ない.即ちfru甥は 1.OX>tkg/t

=TrL:のLの成下に対してL130gの絶対胞JL以て安生

姥がLfl大したのに圧して後領は同じ1,00)Lkdc

が のfの托下に対してLrLか100gの餅 KE7'f以って安

全虻が村人したに透きrその約介はj3 1である｡従って

戒-))のqtトをも押せて̀吏全姓を韓托すろためには

.尭袈率の附Wl群の含斗iRtlミ一喝を婆するものがある

であろう(luL他の安全EE拭耽抗から乱付する必歩

のあろことは由を供1

.:f=り ｡11 梢由ソーゲ及び棺取

カリの特殊な効果geに郡2,軌こ於て戻したAJlく翰政ノー

F及ひEIL放カリを爆撃にill大した勧告書適のバクツ.

Z/摂関弘也でSiE全段S'ltJlすろと不引火発火玉丑が浪人中3
-5,F'.'のとき最大とT=I)iA入申/_,lrlこ科すと

減少して行 く｡ このE恨 ソーダ及び珊石の特殊な助月王

はそれらの塩原が臼身で練化初の役Eil/しそのため発

色と反俗して喫全圧に妃化を与えろことに転凶すると
考えられるのでその点を稚めろため,タイ7ナシ弘也で

Wl胃及び的石の効兆を粥験した｡そして之野のRl利こ

放いて1斗られた安東腔をパタフ1ン釈伯の槻令のyL刀

工と比較記載すると群･l

の如くである｡SIと 1ハ タIJlン統怖iV;
tgに於ける剤町並tfに研石のEJCな

此■こ及ぼすお琴締

出附 旋 嵐 一重 をこ番号 歪むをJiBT
芸書芸む㌢ 鵠 葺か01-ThC】3,% 100g 150

100g J50Ko21TuC15 100 150 15

0 2tOX103_TIaCll0 60 80 1

50 2001TIO･llT(tLCl15 60 80 2

00 2訣)I(05Kh'053 150 2叩 1

50 200XTo6Ⅰヽべ035 100 150 15

0 2tX)_No7K_T(Ol10 60 80

100 150.T<08L.XOJ15 40 60 15

0 2t対訳Jの如く不gl火▲と大男丘の決定は

100g以上の遜丑では50g.1恥 以下の玉虫では20gqt

位':･行ったので正rfな不引火蜘 丑は明らかで1=く

,之を･･ダタフに粥わすことは用雉であろが一取Lb

校を軌 ･て見ろと固5

の様にTj:ろ｡如4或は固5から阿らかな如くハ

タフイン耗簡尻包の秒合は和℡及び的石火に3-52占出

入したとき焚火貯全圧を示し,そLtbJ上iJl入すると却って



E] 5 - タ'Jtン転官三芸色とタイ7ナンf
l発色r=めける軒Ziy-1九'JCL汝elJ

〃'RJkJEに1.fす捗ウDLtt2圧し'=タイ77ノ

残也の也合はi足入牢力耕すと炎に生麦資も埼Lて行くDmTi101

Jをi昆大した拭ni-07は1恥 で引火を母したが.之は実魚

の扱斑であるdにLf.われろので米Efは団5の曲轍は少し
惑って楽ろかも知れない｡とにかく柑石及びm廿はそのiL

i人によって契FZ!.+_減兼的戒はifl仏的効果を炎わ
十のであること751明る｡従って別にも比べ1..如くJ･

'9>イン折田唱tlに於て監生壁の托llを楽た
すのはその法化句としての牲兄の方が退く如bLLろからで

あると言 うことh-･言えろであろう｡北111秒 1:

1)の鯛 火頚の洞だ1鴛にEyする軒究に繁て.軒口

は始め諭比劫恕 ;あるがその混入丑が村人す-ちとやってぼ常か '･大きくなるとuJiqlyfと
封首のElと煙雷.=粥Tろ第枚伝熱三相的 正雄にある｡

lll.括 tf棚 甘.1=放てはr･1抱か

ら正屯iBE.こ上る増発に上って/タンUスにtJする髄

_eJP_/紬 した桟双に放いて拭べたがそれらをe

姑すると大作攻の如くなる｡(り LBほにUL人した亀双の琶軌

が見ろ初台は声の煙/突1且資と安全安

とのMにはiP比例ER;坪の虫】き特別な許鰍 i見Luせない｡J!i)ち抽矧 こよる相性は取分駒で &,つて化学Il明Jをは

っきり比IE)frJろ｡(Jl) Ji実にili入LT

=淵 の任伽 '･呆ろ嘩会規零;の収-JJfと約

資との凹には_BLEtl正しい炭俵は見出せない●(lLi) は頚の戊-Jlと安全BEr_/考思した切合Jとも劫ヌiD
ある姐堺はT ,̂カナ壷Zlの,I

py/化手刀でもって之呼はDtの滋枕の■̀泊地私'と官 うことか1月来るか之に反して水やgルク噂は,申tJ.ろ抽坪的な "位1
芹｣"(il丘庶珊)に過ぎない｡叉滋土成カリ,

X話Iy-〆,和Tr,印甘.姐化カIL･シサム及び姐化TンモJ;ウ上顎はl川1

1約でばあば 斗̀t燕洞払私''でもろ｡日､) Fil一巻血を,堪盛に泣入
しては宅の船 バクンスに文化生米たす租含ま也に大丑のF,J伽 ･含

まれているとや全跡二分する生類の広の助栗か卯つたいD
でFil伽 を含まfLい実包攻はE)J軸 の少ないfE;包{

_/川いて柵 する必姿がある.(V) 允姐を爆頚にi注入した時.+_況入牢が2-8,%'のTulで町井なせ急度の上井

か見られろか14-20,<では詳しいI.紳士見られf_･い,従って威力と安全資の荻万を坤姓すろとき混

入すべき食姐の丑に耽いては-巧を4fする'Cあ
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爆発に上って生でろ火仏か蚊は申独田撃泥等のJq-r-に
上って.メタyuスに引火を生ぜしめることを班べた

が誰満ちは之噂の報告に先立って頓垂附牛の祖 出々ろ

場合に欺いての安全牌 散を税 していたのでそれら

の相召上をまとめて此処に郡 l官設とするo

ll 来強要ZE及び方法

この姻ir,に放て述べる実態はILてT-～･7112nlf韓52さ

17m米の増発玉を和し全艮37米の鋼鉄架糾IL!■)10粍
のSt劫坑道を旺刷して行ったものであるQこのlit験tfL

沼に恥 ･ては既に軒 1掛 こ於て述べたので正では省鴇

する｡但し実数焼付を変えた句会に掛 .てLi罪鼓の澄

明のFrFでその都蛙述べろことにすろ｡=Lr政方法に恥 ･
ては別W)に放て越べたとE"1韻である｡但しノタンガ
スの強虻の劉 ヒの彩管を見ろ突敦の樹令は研和の7員度

に過したときに紅ちに色付J_,行.)点だけか巡ってい

ろ｡

m メタンガスの濃度と煩累の

不引火貴大葉土

煙茄の煩累にtl;るノタン〝スの■菜火がメタンの濃度

によって彰零されることは鑑に知られていろ通I)であ

るが,例には我が矧こ放ても札喋石洪抗jB刑 拭坂

所の抑l,顎に拭ちと懸堅煩光沢願に於て硝喋は慈
1125gを用いた嘩合のメタンガス.1'.､火耶界は坑内ガス

に放て770-902%であL).メ二g,tqスに於て770-

948,oJであることが報せら)している｡次に硝1%一ダイナ

マイトユ125gx3月二をmいた場合L:t't火以界は,坑内ガ
スが50-120ク''7:'̂ 然〝スd･5-123/C3であると言

ってしろ｡この様にメダンのt員腔が域捉用内にあると

きにのみ一定丑のほ盛に上って,メタンKス机.I.I.火さ

れろことが明らかである｡又}タンガスの班軌こよっ

ても多少..'し火限界が典ろことが明らかである.この報

告によれば天然Kスの方か坑内ガス上L)も点火hTqE上

限i長蛇が大であるE,

T8触nelさ)は12タ.'のニトロダリセー)ンを含むyリブ

ナイ1をiD准臼砲上l)発射してメタンの浸資をRtえて

拭致した機会抗FJJガスで8-85タQ'が災い指炎 (上卜･
な)を示すと稚L:ている｡英Et)に於ては,メタンの

籾合925,00'がhLも爆実にJ:つて引火を起し易いと諾っ
ている｡

各Ezgに放ける&t乾燥藁の成定米朝に放けろJダyの

退密もほに上ってまちまちである｡例えば英広の
ThzdOZlに放ては9±025,..I,米国の11rllぐetOnに於て

は8,%,風間は8-9,4でべJL･f-は8～85,00'等{･ある｡

即ちこの排lこ各EZ;で拭淑すら糊合のメダンのi姐 ･災

ろのは夫J.JA用するUスの組成が仰出ろため燃盛に上

って,!!.火されろJ誌迩頂度が剃ろためであると考1られ

る｡

榊 等が焚物に使用したカスは天然カースであってそ
の組成は./タン927,CO巴70及び0=03タ3であっ

てgn望tNit.ZZilのものであろOこの天然qスに乏eしてljt

親等は,ir上もr-ミ火を超し易い′JJンのl員腔をフJミめるた

め3誠別のは雪.Llpち柏安ダイナでイL.及びもみせ;ダ

イナマイEの洪ム煩張と胡碗鉱TB質として新開4'イナ

マイlな選びJLクンガスのiP_蛇と不引火寿を大軍BtのEu

休を双めて見た｡その招n王は凶Lの如くなったO

巨

払

束

か

せ

R･h

｡

郎

団



Tt 懸垂試架に裁ける法案の

書生風 こ及ぼすi也の彰李

Ej…甥 射安全度式映it.を採用する埠B.鎖g沖 に混

入した餌 に上って安全安が著しく変化し,盤矧iai
詞 一̀化学的消肝 'と Ì泣込洞W 次び b脚

然町■にtS田されろことを野3号攻で班べたが,それよ

り抑 二逆井等ほ.それらの出 を混入せろ娼方の軽重

安全度托軌を;石施して日{3発射に放けろと,全く臭っ

た出来を-tlた｡今そのIf.で特に企姐の粉公のみを代表
的な例として妃返して見ろ.

妨3租と同様ニトゴグリセ1)ンy･t,837.I,木簡を

-:iiにとL)残余を硝安と企魅の放姓によJ)政化せしめ

た一巡の出張を糊 しそれらのLAIBの掛 党政を湖

tilLJ_.

供拭頒･Zのれ成はgilの通l)である｡

我 I

qr甘 :<r' lTC IVユT MlJゝOIXnCZ

I S D.3 8 837 0

2 8 03 8 827 1

3 8 03 8 807 3

j 8 03 8 787 5

5 8 03 8 767 7

6 8 03 8 737 】0

7 8 03 8 687 15

･xに淡 Iに姐 1'た娼JRの鮒 に放けるイて引火i主

大器丑と引火浪小繋BtZiび耗溶性適の虹を鼓 2に妃

す｡

耶 11'･,CI 悪霊 芸｡妊 某
川/S L'
23gO LO

00

細

分

仰

叩

船

脚

M

M

卿

謝

=

畑
警

部

畑

1-O

川
e

:
畑

畑

但し銃だ速達に,32mmYl00gの蕃色を2太正朔に

並べて訪 13抱 Jb亀注した和合の第2雷也の平均浬

逆を示す,又掛 軌 こIか ･た照 は内空12米の2(

浪曲 J)である｡

堂の彩管は_なめて小さく.イ巧】火ft七死生の比坪は王
盟の含1TRtが0のときとlS,'''のときで125に過ぎな

い｡之に圧して軒3鞍で述べた如くE7位莞抑 こ放ては

念笥0のときと.余韻15ガのときの不引火fと大地 の

比率は1 35であ る｡又臼砲実射の機令は太地の混入

丑と共に不引火放火豊丘J.,姓叩正しく神大するのに圧
して,態重雄 のり合はそうでない｡この理山は日白

発射の機合はh:校的髄腔火なるためLB盃のREZ加 瀬垂

のql合に此し,上り完凪 こ近'.ためであちと考えられ

る｡掛 に放ては.一yT-Lも̀LiflWL野■の'JtrJtに
上って耽全館が決定さjLろのでなく脚 の恥葱にFFJtL
ろ材封の晶ZZとか詞恵の肺肘こ上る脚 などが相当影

野をJJとることか51壬2よ,)明らかである.

以上の.1'＼よL)脈試験に於いては城取の小でql抑
''粥WJ屯〟と̀●誠軟材rの区BIは雛 とILhT一般的に甘つ

で̀波樵町'的な劾5Flがヨ川とTJ:つていろことがこの幼
封の彩管も併せて考t.L<したとき推r/i:せられる｡この推

定は及川盟出盛野の凡てが故妄鵜 に於てLi00g以上

の野血で不引火と云i掛取を得ていろにも拘らず懸垂
紬 に放ては30-_qXkで}タンyスの引火を起す77f

買(妨3線)と一致する｡即ちを壷腰 に放ては,盛男
中に混入せられた塩魚が}タンガスの点火仙こ放て充

分作Fn山采ない状蛭にもろと考えられるd然しその理

由がm胴 の分地にERする巷間的分布[=を盟するもの
であるか奴は特Ml的分布に転向するものであるかは今
横4)併発に佼たわだlrらなし｡

V 坑道内に光ける悠薬の懸垂位丑の切

掛 に於いて坑道広重に上り不引火放火領土b･

怒しく影層を空ける邪監媒%'があL)それらの腿甥にJ:
るJタンHスの･■.(火の日子は生として鯉慾からiJf11右

肺 汲及びそのTL朋のnmにあろであろうことを抑 こ

地べたが凹にそれ上L)光に即 らは.班轍 及びその
反射の影響を見ろために=.三の3;Jiを行って研I)そ

の中の 1つとして内達ユ2#炎J'e17米の頒発Ziを有す

る拭故郷 で駈薮蚊RZを交x1倍玉を蛙発せしめて

JgンVスに.･'L火せしめろ貰崇-<行った｡

(イ)の方法

この方藍は521こ示~Tllき方法である｡

重 要 至芸=二塁要i!-
iBiとは3:の芯幣の 図 2

･R25.ら明らかたSk目白実射の機合と全く畏b企 ついていT=い方のg;包頚との馳 emを変化せしめて

14
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廷重用実せしめ,引火串を,離 した.用いた揮発は拭

3Z増兼で軸 はJOOgである｡軸邪は213に妃十｡

我 3ni■LCm lO 30 50 50 80 100

引 火申 =J l/I )/J)/■+/JO/=
JIV･'TE*Lが批 m以上になると引火か起ちf=いF･

3h 以下でもろと.EtくEII火する｡この群発はこの実

科によるJタンの曳火が火坊52はfl子に上る最大でな

く反射靴 のためでもろiことを推定させろ匂類と

1=1J｡
(t･の方法

㊤ コ≡∃L:;-
図 3

この方までは信管のついていない})の弘匂端と坑道

肌萌とのtLiAを1mとし坑打下nd.と繋包q小心とのEE

+yl_,変化せしめて鰍 させ}タンU叫こ対すろ

引火申告3托 した｡(即l】浬実は】沖EIJl玉で(イ)告に用
いたものと閉じでもろ.僻矧 ミJ∝也であった｡ft

ht塙5F!はRLIの如くなった｡

■tt JJTl■ yem 20 30 35 40′ 60
11(火 中 J/J I/I I/40/JO/=
この松見から9が35cm以下になるとftに引火を起

し易くf=り30cmで100ガの;lJ火申となろがJOcTZ)以上

･亡は0である｡杓抗日内箆がL2mであるからyの蘇

ブ､は60cTnであろ｡この抱男は(イ)Z左に放けると同一

何句7'f示すものである｡だって雌BFからのm の反

射世のB苛が.あることは銘モ糊31.ないとEl.われろ｡
式にLとy方rL'Jの何れが人なる影菅を和していちかを
見ろため粥3及びJtJの班からy77を,むいて見ると

固Jのii5I)である｡

曲栓は_途中で交叉していろ｡曲tIgD安.'人,J

L)ち f-36cTn9-6血Imの点とJ-100L'm,ク

ー36cn の他曲こ建野i'･崩したときの引火申.rま坪等しいことを読してい
ろ｡又Ii大引火坤は



96 エ 耗 火 野 杭 全 tt 那 ldを 軒 2蔚

}JlLJにある訣板の彩管を見ろことが出来ろわけであ

7.-+

この方法に放て一柳 のサイ132mTnX1125g兼

'd21:J_/正対,こして醐 モせしめた半合の枯射 識

5の曲りて.JL,るa

'&5o)班を民に示すと

川 cm 云 告-芸 丁 .≡三品警:.詰 .:;月差
(1)iL= (I,)NitA'rJEyJrJ〟一m-ILJu､
･J, の方かrp)itに放し引火

･/. γ1 恥 ･人である｡町ら鮒

･;, -HLlf即 の賦 邦 は

]/} - .I】 I)も榊fhU}-rA】に鉄板があ
･/. ろ秘紳 })-*'･引火をなし

I/, あいと言うことで(T)の
鈎邪と一致十ち｡父之等

p

5

川

加
乱

心
の劫火は荊恥二於て迷べた坑道ml軽の彰雪とHi:掛目】
を打するもので浜坂鯉男のIflの班確のものは帆 横発
に放て馴らかLこ,圧hl桁撃沈の介入に上ってメQyN
Aを./i火せしめろことを刺 すろものである｡

Ⅶ.追 結

未相7-では王三重引火礼牧に於.ナるJSンの連生と腰
弘9)不引火於大玉丑J=及ぼす彰官.坑正円に於けち退
琵重義EJJEの影膏及び坑ia内にm血祭転をPZいたJa%

の■蛮性莞試故の捻架にItLて辻べたがそれらの桟架
を3-とめ/ちと次の如く1=ろ.

り bZ旦煤軍の延軍機矧こF_･て穀も.･'t火をGzL易い
Jgンの激安は獅 らのIIJL.たノ三月qAの埠合9,pZ
である｡

li) 斬臼′イナ▼1トに恥 ･て､iLLも点火L品.･J
Sンの丸資は辰だJ=斗定山東!=かつたか人fP-3ガ
附近である｡

Ill) 鰍 の印f=拝作でほほ葬にiLE大した塩潤の

抑7Yr=lrl坊劫火は旺めら)げ.姓軌の執2相土jlとし
て桝 的な効果即ち戚IJ)妊下によろ安全度の向上の

tlでもろ｡即ちET抱実射淵 の顎'L.･と全く見 ろ｡

iヽり 頒実の近侍にmlヒ肋があら租合は.較柏の煙茄

は引火申h･影響を受けろ｡従ってこの払な煤班の′
gンU>.こT.火の:1ミ矧 ミ出挙渦の圧 花々王であると考乙

られろ.

V) 阻止肋の彩管は横啓の涼田方rTl)よりも内面方向

の)Jが人である.即ち阿一匹血では宅の内証)近くに

FAlk肋がもろ場合 は.引火呼がlOOF''であっても瑞

i51近くに阻止物がもろhL合は100,%JLL1.でもろ.

王 ■l

(I) 村m色 女石打之 白鳥 uスeナ 卜占屯Tt-i

JIJr4tlこrほも戦t4eE:r･7:-主JELtrLFFl

エ火散会蟹 T1,3B(q 28)
(2) lt牧石染_]!j}芳-T･払拭卓厨房X報や fE3サ

(3)TA恥℡tIIら S 主333(1910)
(イ) S 〉TR.ZJfXIPerゝL)53

第5戦 力スポケット臼砲 による実 繋

l i書 t

別の稚押)に放て別紙雌iZ;の畦在は発に上ちJ･タン

ガスのL-T火は戯雌 矧こ上って.その火焔或は.4L独

tD牢正でI了もlLろものと坑広野壁によろEif技の反射

光小波lこ上って行われろものがあることをitべた4又

JI81柵 のうち,Yツハ孜は..rrL火の土田ではT.･い

I)Icもろ.=とも迷べたが.棚 むに放ては.畑 勺盃

か恥唱に小さい等分に相当すら的空250托のgスボケ

ト日(=中に崩したIS方の成文に王らノ1ンg又の占

火に祉t･て逮べjEの報仰の抗刀さと比較t?対した｡

皿 実駁宅JL及び方法

'R故に恥 ､た茄正の脚 は.回目=示す姐 I)でも

ち.

16

臨Lに示した如く如詔は I勺環12:ll.ば光議長17

工 王 ≡裏 釘
- JlL Ill

田 I

m.全長17rEtの洪歓IjiZiと.それに注すろ内圧2ScTn,

招き60Ln の断面円形の肘Lを有すらqスがナ ト日
払とから成立っていろ.ほ石の挺空位空はqスdナヲ

トEliコの申心根と糧質包ti?)Iil･亡瀬とが一致するta.二

歩孔石m-,即ちAlll_.･払,;'投と繋也の田甘のついて1.I

t91-の叫 とのIE,tlを変化させろ.Jタンの淡交は

BI的kTeStに放て印 堂内帯まで略坑正のAiE発3iと伺
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-であることを砥証していろB田肝の付伊は封の如く

拝礼の捷榊であってqrm'LlnYerSeBhot''で芥射すろ｡

その他の帥 ･.方'JW】と同様であろ｡ 首
皿 実軌結果並びに考累 々

KスdケツトF_l地内に娼茄を軽重した朝倉のノダy

Hスの.･-,.火が.マツノ･滋に上るものであろかとうかを見
ろために図1の臼砲孔口^EL応を1.!Jこ-トpノ群で遭

断し.孔内にガスを入れない軌こした胡令とそうでな

い苛血の場合に耽いてxを色 に々変えて拭射 した.
All価を,廷新し小 ･朝食は,先に迷べた如く侶斉宝と

ガスd'ケタトEl砲孔内部のJタン竣虻は均一であちか

ら爆栗鼠内のJタンTTa虻を9±02タ引こすれば〝スボ

チ,Jト臼砲の拝礼内部も鵬それとIq噂である｡次にA
ll肘を1矧こ渡新し'Eは苑執ニJタンを粁大した場合は
は発案のJタンia戊を9,%にしたときの〝スボケ･Jト

臼砲孔内部の′ク1硬度は1～2,.∠であった｡

我 1 租nZl所の場合の一号手許軌こよ
るKスdケクト白色引火妖叔節水

(サイズ32tTtmXl125g I-A)

AELYとt , lJl ? ー ､

削 IJ,相識諾㌍警29%蒜品毘警乙'2A,.芸
J･= o::
I., -I:

8 1/+

10 E/I

】5 1/8
20 8/1
25

30

35

40 3/l

英競輪梨は炎1硬は図2に示す迅L)でもろ.但し.
L史FfJ爆省は-珊 和で拡血は1125gである｡
この爽秋括灘は非常に典妹のあるものであろ｡即ち
^l欄 開放即ちは衣補のノタンKスかがケ･/トrj砲辞

孔内部lこもtMl拡散していろ租合は1が7cm以下では

引火牢は0であろがIkm以｣になると急に100%とt=

I),17),dDcTnに空ろまで100,%であるB然るにAI∋師

に状を破って退断した棚倉は引火坤カOから】00,..'に

jT.ろ痕退か上J)ゆるやかであってrh'･10cmのときに

80,-3でZが15t:Ttlのときに始めて100% となる｡王者も

この中台は■がJOcmになろと叫び引火嘩h･0にな

るbこの実親株男さから推淀さiL.ろことは夫の如きもの

である｡

LrPち光づAB慨を藍断した袖合前述の如く挺匡煙宅

17

TtELIL'tAt仙 ･.･.･-

の近傍にはノ

ダyは1-27占

吐か しかなn:して
いないにも拘

らず./タン

か.一誌火される

とす う祁苑

回 2 Kスeケツト白丸による は.明らかに

拭&成節 Jクンの∧●l火

1サ神前 32mnlXII25g1本 が外7,の抗33

.A JLnカー.ぬ 吐 tdL7 爆発宝に於て生

することを示し

ていろ｡即ち柁

孔の巾で.t't火が
起っていないの.Iは.Y.H仙 く1L.) 'Cある｡何故な

二幸 l/'
LqエIl-3JLH Ltや九人Jl船

= 挙冒

らは前Fg矧 こ於

て戎べた如く,

碑Tイの梯な5王

女爆撃ではl･-2

%のノクンをl-(

火せしめること

は.迅借の野丑

に放てはあl)7lJ

ないか らであ

ろ｡そこで宕し

の,- -読 - - 17YurLM .fLCL もは輸 一川 た

=二二車 ZD筆渡の反射故
に上って生じた

ヤ'/JL三乱Ftlに

図 3 放て点火S･生ず
るものであるならば糾 し内にノタンがないときは,T

か小なるときに･■l火が塩J)･･か火となって,7ツノ､三

和F'･.*･.辞孔内部にiE:1ろ矧こなるので点火は起らな

い群であろのに.実灯は方が7L:m附近よL)大になろと

点火が梗IJ35cTr)に於てもL.I.!717火4]は100%である｡こ

の7打罪から.一号特mの転乗爆発によるJタンd>の

.L.I.T火はYツ.･三軌 rlで短ろものではないと言うこと*.

a,lらかである.川】ちJRの粕ilFで逃べたも偽 と一致した
抜刀さを柑た｡次にAIiiAJJこ群をyiらLf汎故にした場合
は畑 りfが8cm附近よI)引火群が･10096とfLるが4L
段はTか10cmのときでも100,%引火する｡そこでこIL

よLJ稚'IRされろことは,糾 L的fnJで悦に点火iXFがA=じ

糾ろEa5なener即 の非中があっても刷速の如く好孔的
にノタンが殆どないとさは点火iXtは生じはないが,



孔ELJlにJタンがある郷 土そこに.･'i火･.汲む:生じ そJLh･

ヨ坑in(舶 翁)の方に6滴 し姓にqス脚 に聖もの
であろうことである｡そiであればAI】軒開放のとき

は,点火Il紬'･li三坑道でなく糾 し内部で生じても全ガス

の増発となるので,LがJOc11.の摂七大ti-ろ坤合でも'

砕孔的部で.,'L火が起ると考えiLは孜明が充分EiI来ろわ

けである｡之に圧し.IAB画遊戯の申分は糾 し内部で

はrr(火】伽 て生L:llJないから∬-JOcTrLのときに.lr.LJtが

生じか ･のは,立坑泣l勺でノタンをI-1火させるに充分

なeTIe'gyの姐･紬葡らなかつたと海手刑 ~jtlf良い｡
即ち粥 LfJ～に}タYがあるときは弥孔内攻は,外のノ

ダyのどちらかが曳火されるのに反して.糾 し杓にJ

タンがTj:いときは辞札内では農蜂才にJタンのtl(火は石:

I)柑ない祥であるから立坑血に於Llる..'1火だけが閃摺

となるのである｡

次 に宅が5-7cm1-Alになると辞札内に^タンがあ

るとないとに拘らず常に.Lra.火が起らないと冒うことに

ついて考えて見よう｡-瑞 相の態曳朋 では蛸茄か

ら生じた和琴泣 (反射故を企めた刑 ､で)がJタンJI.
火の生田であることは,EEEに琳滝ySなところであるが

衝撃法力頒先任の肺 に対してQなる1lJ蛇を以って煤

!E周辺の媒tかいに伝播して行くとすjLは函3に放てZ

が或倍以上のときは,少くとも仰軸方向へ山た打撃汲
Ⅰは全部辞孔内部で反射され糾 し中心SIの蚊.L'l甥で交

叉すろと考えられるが.Tがその班以下のときは榊両

から山ただi苧茨の-矧まA点面上J)も左方の立坑広の

方へ連れてLiうので辞孔的恥で圧射された珊 滋の
萩中他r'･のcner,.7)は小さくなl).在って.･乳火がなら

なくなると考えらlLろ｡その様なJ,の船が-珊 跡 こ

耽いては5-7clnであると58えられる｡抄札内に/ク

/がf=＼ときでもェか5-7cm よJ)火であって33cm

以下のときlこ.Lr.し火が逸るのは.辞札内誠で一生圧射さ

れた圧射田野並がAljよLJ左のノタンのあら地 温内
に放て韻や画架しそこで.･'･.火が起ると巧えらIL,-)｡押
し1がJOcm のときは反射して1J!一Ilした榊 蛇のエ ネ

ルギl-節分が抱札内であるため点火を生じtLLく1=ろも

のと考えられる｡

拭叔軌 が gOgのときはLがZ2cm以上で引火噺ミ

100〆となl)9-10cmでは何れもfiの引火帝で8clr)で

はXで7cm以下は0であった｡従って粗 u25gのと

きはFが8cmのときに7]J火野は1009;であるから上!己

の反射班の邦Irlに上って.･ll火がなちと1.,日考え方はiLE

しい印である｡我 は々雌週の拙技的小さい虫雌 質の

Igンガスl二村する(く火の串横が反射甜 故の胤点的
茶沖田実によるとの妊発好一の理論n'# .iカ誘L)でな
かつたとLTずる｡

Ⅳ 総 括

水和むに放ては王冠正塁による引火M ,.繋丘の変化人

なろ放鵬 をFFJいて〝スdケツJIE]抱(内監250m m

孔琵600mTn)拭玖非既に1ろ苅験を行った雌 妹

罪に上るメダンUス点火の因子はマッハ三部J'くに上る

ものでは朽く反射田野波の1hl.に上るものであること

を推定したO

瀬音真に米舛1削こ称JIされたm非捗利JrLこ諸悪と栽ナ

/)○
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